
‭書式第１２号（法第２８条関係）‬

‭令和４年度　事　業　報　告　書‬
‭令和４年９月１日 から 令和５年８月３１日‬

‭認定特定非営利活動法人カタリバ‬

‭1.　事業の成果‬
‭私たちカタリバは、設立以来、様々な環境の子どもたちと出会ってきました。また、子どもたちをとりまく様々な課題に‬
‭対してアプローチを継続してきました。‬

‭最新の調査では、日本全体で子どもたちの9人に1人が「貧困」とされており、ひとり親家庭では、2人に1人に及びます。‬
‭(※1)‬‭また、2021年度に「不登校」とみなされた小中学生は、前年度より24.9%増の24万4,940‬‭人で過去最多となり、不登校‬
‭の増加は9年連続で、コロナ禍によりさらに急増しました。‬‭(※2)‬‭日本の子ども・若者の18人に1人が、‬‭家や学校などの「ど‬
‭こにも居場所がない」と孤独感を抱いています。‬‭(※3)‬

‭支援を求める子どもの数が増えている中、カタリバの今年度の受益者数は117,526人となり、昨年度と比較して34,025人増‬
‭加しています。生活困窮世帯の子どもたちへの支援、探究的な学びを促進する支援など、多様な社会課題に対して事業を‬
‭展開してきました。‬

‭生活困窮世帯の支援としては、直接的な拠点を運営するだけでなく、オンライン支援のプログラムを深化させてきまし‬
‭た。一例として、不登校の生徒が集うオンラインの居場所である、「オンライン不登校支援プログラム・room-K」では、‬
‭引き続き子どもたちの居場所として運営しています。‬

‭また、対話を通じて子どもたちが校則を見直す「ルールメイキング事業」では、生徒たちの身の回りの課題を変えていく‬
‭なかで、日常的に探究的な学びに取り組めるよう、各学校と連携して取り組み、受益者数が増加しています。‬

‭さらには、10代の居場所を全国に広げるため、伴走支援（助成金支援含む）を行う各地域団体の数を増やしております。‬
‭第2期の助成を実施し、引き続きカタリバが直接支援するだけではなく、子どもたちと向き合う中で得た経験を元に他団体‬
‭への伴走支援を継続して行っています。‬

‭なお、被災地支援事業では、2023年7月の秋田県内の豪雨災害において2か所で支援活動を行いました。秋田市では被災し‬
‭た家庭の子どもたちに向けて、現地学童保育運営企業と協力して居場所を運営しました。また五城目町では、現地団体と‬
‭共に「五城目豪雨災害、子ども支援プロジェクト」を立ち上げ、子ども支援のニーズ調査やボランティアコーディネート‬
‭を担当しました。秋田県内への緊急支援は2023年8月20日に終了しております。‬

‭※1厚生労働省『令和4年 国民生活基礎調査』より‬
‭※2文部科学省『令和3年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果』より‬
‭※3内閣府『令和4年版　子供・若者白書』より‬

‭2.　事業の実施に関する事項‬
‭特定非営利活動にかかる事業‬

‭（１）人づくりを通じた社会活性化に関する事業‬
‭●‬ ‭大学生へのキャスト参画等を通じた成長機会の創出する活動の受益者：73人‬



‭（２）キャリア学習イベント等活動の企画・実施事業‬
‭●‬ ‭中高生への「キャリア学習機会」を届けるプログラム提供の参加：1,020人‬
‭●‬ ‭全国の「探究的な学び」を通じた、社会参加・参画促進のための活動を行う中高生等並びに、日本各地や‬

‭オンラインでのイベント参加者：72,178人‬
‭●‬ ‭放課後や学校内外の居場所として地域のニーズや課題に合わせた、10代のためのユースセンターの運営利‬

‭用者：2拠点 3,467人‬
‭●‬ ‭困難を抱えた中高生への支援のための施設の利用者：3拠点 557人‬
‭●‬ ‭高校・行政の中に入り込み、探究的な学びのサポートや、地域の教育環境づくりによる受益者：324人‬
‭●‬ ‭オンライン上の中高生向け探究学習プログラムの利用者：1,644人‬
‭●‬ ‭対話を通じた校則改革プロジェクトの参加者：28,718人‬

‭（３）災害等により学習環境に恵まれない人たちのための、通信教育、学習相談その他の教育事業‬
‭●‬ ‭災害等の被災地を対象とした、「10代のための放課後の居場所・学び場、コラボ・スクール」の利用者‬

‭岩手県大槌町：221人、福島県双葉郡：673人‬
‭●‬ ‭災害等の被災地を対象とした居場所の提供の受益者：240人‬
‭●‬ ‭困難を抱えた子どもと家庭へのオンライン伴走と学習支援の受益者：480人‬
‭●‬ ‭不登校の子どもへのオンラインを通じた伴走支援の受益者：158人‬

‭（４）普及啓発事業‬

‭団体の活動および取り組むべき社会課題についての普及・啓発‬
‭●‬ ‭メディア掲載回数：235回‬
‭●‬ ‭有識者会議参加回数：92回‬
‭●‬ ‭講演回数：31回‬

‭※キャスト＝ボランティアスタッフの呼称。‬
‭※事業費合計の単位は全て、千円です。‬
‭※令和3年度より受益者数のカウント方法について、より正確な人数を把握できる体制がととのったことにより、事業への参画度合いや参画回数が多様な受益者につい‬
‭て、正確な人数を把握できることとなりました。この影響で令和2年度昨年度に比べ受益者が少なく表示されている事業がございます。‬


